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４ 研究開発プロジェクトの概要 

本プロジェクトでは、高齢者を含めてすべての方が安心して過ごすことができる「安全・

安心・快適な空間の創造」をめざす。具体的には今年度の事業は以下の２つのアプローチを

行う。 

１点目は、主に住宅や高齢者施設・医療機関等の小空間において、微粒子・病原体等の有

害物質を計測し、除去・無害化された空間を創るものである。具体的にはクリニック・病院

においてインフルエンザウイルスのセンシングを行い、空間計測の結果から感染症リスクを

評価する仕組みを構築する。現在、インフルエンザによる超過死亡数は年間 1～2万人程度と

推計されているが、本技術を用いてリスクを早期探知することによって、結果的に超過死亡

数等を削減することが期待できる。さらには、高齢者施設等で介護サービス等を提供する側

にも、インフルエンザ感染によるサービス低下を防ぐことができ、介護サービス等を効率的

に提供できることが期待できる。 

２点目は、機能が付加された空間によって、認知症等の周辺症状を緩和することである。

日中の受光量を増大させることにより、高齢者の生体リズムを改善して夜間睡眠の質を高め、

認知症症状の改善に繋がる、との報告例がある。特に高齢者施設等では認知症患者の夜間徘

徊などが問題となるケースが多く報告されているが、この空間制御技術により高齢者の QOL

のみならず、介護側の負担軽減にも繋がることが期待できる。具体的には今年度は、提案者

が運営する高齢者施設に高機能の補光照明を導入し、生活リズムの乱れや睡眠時の覚醒が著

しい高齢者にこれを適用し、その改善効果を評価する仕組を構築する。質のよい睡眠を得る

ことで、高齢者の QOL の向上につながることが期待できる。 

 

 

 


